
東仙台小学校 熱中症対策ガイドライン 

 ２０２３．８．２５ 

１ 情報収集・伝達体制 

① 熱中症予防情報サイトの確認（随時）【教頭】 

② 熱中症警戒ｱﾗｰﾄ発令の確認（17時，5時）【教頭】 

③ 校庭・体育館の測定（正時）【教頭】 ⇒ 黒板に掲示 

２ 運動や各種行事等の内容変更，中止，延期の判断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊   外・中の体育，業間の外遊び ⇒ ３１以上で中止。（上記の通り） 

＊＊ 陸上記録会の練習も上記による。（休憩時間・クーリングルームを設ける。） 

    細部は，様子を見ながら判断。 

＊＊＊ 朝の健康観察を丁寧に。 

     業間後の健康観察。（人員把握。戻ってきていない子はいないか。） 

暑さ指数 ３１以上の時は，運動中止 

  ⇒ 職員室ベランダに 赤旗掲出 

 



３ 暑さ指数（WBGT）に応じた対応判断・教職員の 

役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 留意事項 

（１） 適切な水分補給や処置を行うことができる環境の整備等について 

① 活動前に適切な水分補給を行うとともに，必要に応じて水分や塩分の補給がで

きる環境を整え，活動中や終了後にも適宜補給を行うこと等の適切な措置を講じ

て熱中症を防ぐこと。 

② 熱中症の疑いのある症状が見られた場合には，早期に水分・塩分補給，体温の

冷却，病院への搬送等適切な処置を行うこと。 

③ 学校管理下における熱中症事故は，運動部活動の他にも文化部の活動中や，

屋内での授業中，登下校中においても発生していることにも十分留意すること。 

④ 学校設備の空調設備を有効に活用するとともに，活動する場所による空調設備

の有無に合わせて活動内容を設定すること。 

⑤ 休業日明け等の体がまだ暑さや運動等に慣れていない時期は熱中症事故のリ

スクが高いことや，それほど高くない気温（25～30℃）でも湿度等その他の条件に

より発生していることを踏まえ，教育課程内外を問わず熱中症事故の防止のため

に適切な措置を講ずること。 

⑥ 活動の前や活動中に，必要に応じて暑さ指数（WGBT（湿球黒球温度））を測定

する等し，熱中症事故の危険度の把握に努めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 熱中症警戒ｱﾗｰﾄが発表された時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


